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平成２７年５月２９日 

独立行政法人国立印刷局 

 

民間競争入札実施事業 

（独）印刷局ネットワークシステム運用管理支援請負作業の実施状況報告 

 

１ 事業の概要 

独立行政法人国立印刷局（以下「印刷局」という。）の印刷局ネットワークシス

テム運用管理支援請負作業については、「競争の導入による公共サービスの改革に

関する法律」（平成１８年法律第５１号）に基づき、以下の内容により平成２５年

６月から民間競争入札により実施しており、現在実施している事業は１期目である。 

 

⑴ 業務内容 

本事業における業務内容は、印刷局の本局、研究所及び６工場の構内情報通信

網（ＬＡＮ）を相互接続する印刷局ネットワークシステムのシステム運用管理、

システム資源管理、データ管理、情報セキュリティ対応、利用者支援、ハードウ

ェア・ソフトウェア保守及び人事異動対応作業を実施するものである。 

なお、当該システムの利用者数等は、次のとおりである。 

① 利用者数   約２，０００人 

② 拠点数        ７か所 

③ パソコン台数  ２，１０６台 

④ サーバ台数      ９１台（内、業務システム用：３６台） 

⑤ プリンタ台数    ３３１台 

⑥ ルータ等台数     ２０台 

⑵ 契約期間 

平成２５年６月１日から平成２８年５月３１日までの３年間 

⑶ 受託事業者 

富士電機ＩＴソリューション株式会社 

⑷ 実施状況評価期間 

平成２５年６月１日から平成２７年３月３１日までの１年１０か月間 

⑸ 受託事業者決定の経緯 

本事業に係る落札者の決定は、総合評価方式（加算方式）により実施すること

としており、平成２５年３月２５日の入札説明会には１者が参加し、平成２５年

４月８日の提出期限までに入札参加者１者から技術提案書の提出を受けた。 

提案書を審査した結果、必須審査項目評価基準を満たしており、内容に応じて

技術点を加点した。 

平成２５年４月２６日に開札を行い、予定価格の制限の範囲内であり、その価
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格点と技術点を合算した結果、富士電機ＩＴソリューション株式会社を落札者と

して決定した。 

 

２ 確保されるべきサービスの質の達成状況及び評価 

印刷局ネットワークシステム運用管理支援請負作業における民間競争入札実施要

項（平成２５年２月。以下「実施要項」という。）において定めた民間事業者が確

保すべきサービスの質の達成状況に対する印刷局の評価は、以下のとおり。 

 

評価事項 測定指標 評価 

ヘルプデスク

の一次回答率 

ヘルプデスクへの問合せ（障害を

除く。）に対して、一次回答率が

各月ごとに８０％以上を維持する

こと。 

一次回答率は、全ての月において

目標（８０％以上）を達成し、評

価期間の平均は９９．５％である

ため、サービスの質は確保されて

いる。 

ヘルプデスク

利用者の満足

度※ 

ヘルプデスクの利用者に対する満

足度のアンケート調査を実施し、

その結果の基準スコア（７５点）

を維持すること。 

【アンケート実施状況】 

①第１回 

 ・アンケート実施時期：  

  平成２６年２月２１日から 

       ３月１４日まで 

 ・対象者数： １４３名 

 ・回収数 ： １４２通  

 ・回収率 ：９９．３％ 

②第２回 

 ・アンケート実施時期：  

  平成２７年２月２０日から 

       ３月１６日まで 

 ・対象者数： １４２名 

 ・回収数 ： １４１通  

 ・回収率 ：９９．３％  

③合計 

 ・対象者数： ２８５名 

 ・回収数 ： ２８３通  

 ・回収率 ：９９．３％  

ヘルプデスク利用満足度のスコア

は、以下のとおり項目ごとの点数

の合計が基準スコア以上であり、

サービスの質は確保されている。  

【満足度調査スコア】 

Q1問合せから回答までに要した

時間： 

 ①=21.2点,②=21.8点,③=21.5点 

Q2回答又は手順に対する説明の

適切さ（分かりやすさ、正確

性等）： 

 ①=21.3点,②=22.0点,③=21.6点 

Q3回答又は手順に対する結果

（トラブル解決の有無、解決

方法の適切さ等）： 

 ①=21.6点,②=22.2点,③=21.9点 

Q4担当者の対応（言葉遣い、親

切さ、丁寧さ等）： 

 ①=22.3点,②=22.7点,③=22.5点 

●満足度スコアの合計： 

 ①=86.4点,②=88.7点,③=87.5点 



 

3 

主要サービス

の稼働率 

本システムの運用管理業務を実施

する必要がある時間に対して、ネ

ットワーク、ファイル共有サービ

ス、グループウェア、印刷局Ｗｅ

ｂシステム及びインターネットサ

ービスの主要サービスが正常に稼

動している時間の比率は、各月ご

とに９７％以上であること。  

正常稼働率は全ての月について目

標（９７％以上）を達成し、評価

期間の平均は９９．９％であるた

め、サービスの質は確保されてい

る。 

システム運用

上の重大障害

の件数  

運用管理支援業務に起因して、主

要サービスの正常な稼働率（９

７％）が達成できない事態・状況

及び保有するデータの喪失等によ

り、業務に多大な支障が生じるよ

うな重大障害の件数は、各月ごと

に０件であること。 

システムの重大障害の発生回数は

０件であるため、サービスの質は

確保されている。 

サーバ内デー

タの定時バッ

クアップ 

運用スケジュールの中で自動的に

実行される定時バックアップは、

定時バックアップ率として、各月

ごとに１００％を維持すること。 

サーバ内データの定時バックアッ

プ率は１００％であるため、サー

ビスの質は確保されている。 

セキュリティ

の重大障害の

件数 

運用管理支援業務に起因する、個

人情報等の流出等により業務に多

大な支障が生じるようなセキュリ

ティの重大障害の件数は各月ごと

に０件であること。 

セキュリティの重大障害の発生回

数は０件であるため、サービスの

質は確保されている。 

ウイルス情報

の把握 

本システムで利用する機器におい

て、コンピュータウイルス等に感

染した場合、１時間以内にそのウ

イルスの詳細について特定するこ

と。 

コンピュータウイルス検知時に、

全て１時間以内にウイルスの詳細

を特定しているため、サービスの

質は確保されている。 

パターンファ

イルの更新 

ウイルス対策ソフトウェアのウイ

ルスパターンファイルについて、

ベンダーからのリリース後１０時

間以内に適用されていること。 

ウイルス対策ソフトウェアのウイ

ルスパターンアップファイルは、

全て１０時間以内に適用している

ため、サービスの質は確保されて

いる。 

なお、評価期間内にリリースされ

たウイルスパターンファイルは、

１，０１２件であった。 
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業務の内容  対象公共サービスの内容に示す運

用管理業務を適切に実施するこ

と。 

月次報告による業務内容を確認し

たところ、運用管理業務は適切に

実施しているため、サービスの質

は確保されている。 

 

※ヘルプデスク利用者の満足度 

ヘルプデスクの利用者に対して４つの項目の満足度についてアンケートを実

施し、各項目とも、「満足」（配点２５点）、「ほぼ満足」（同２０点）、

「普通」（同１５点）、「やや不満」（同１０点）、「不満」（同０点）で回

答させ、各利用者の４つの回答を合計（１００点満点）し、アンケート全体の

集計結果を平均し、集計スコアを算出する。 

 

３ 実施経費の状況及び評価（※金額は全て税抜き） 

⑴ 実施経費 

今回（H25.6.1～H28.5.31）実施経費：133,308,000円 

1か年（12か月）相当：133,308,000円÷契約期間36か月×12か月 

＝ 44,436,000円…① 

⑵ 過去の経費及び応札者数 

年

度 
契約期間 

月

数 
契約形態 

応

札

者

数 

契約金額 

（円） 

1か年(12か月

相当)（円） 
請負業者 

20 
H20.4.1 

～H21.5.31 
14 

一般競争 

(最低価格) 
1 123,580,000 

105,925,715 

…② 

富士通株式

会社 

21 
H21.6.1 

～H22.5.31 
12 

一般競争 

(最低価格) 
1 105,960,000 

105,960,000 

…③ 

富士通株式

会社 

22 
H22.6.1 

～H23.5.31 
12 

一般競争 

(最低価格) 
4 59,699,800 

 59,699,800 

…④ 

株式会社ｼｰｴ

ｰｼｰ 

23 
H23.6.1 

～H24.6.30 
13 

一般競争 

(最低価格) 
4 43,148,000 

 39,828,924 

…⑤ 

株式会社ｱｲｴ

ｽｴﾌﾈｯﾄ 

24 
H24.7.1 

～H25.5.31 
11 

一般競争 

(総合評価) 
2 32,624,900 

 35,590,800

…⑥ 

富士電機 IT

ｿﾘｭｰｼｮﾝ株式

会社 
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各年度における増減額（１か年相当）及び節減率 

年

度 

各年度における 

前年度との比較（円） 
節減率 

平成20年度を基準とした 

比較（円） 
節減率 

21 

③-② 

105,960,000－105,925,715 

＝＋34,285 

+0.03% 

③-② 

105,960,000－105,925,715 

＝＋34,285 

+0.03% 

22 

④-③ 

59,699,800－105,960,000 

＝△46,260,200 

△43.7% 

④-② 

59,699,800－105,925,715 

＝△46,225,915 

△43.6% 

23 

⑤-④ 

39,828,924－59,699,800 

＝△19,870,876 

△33.3% 

⑤-② 

39,828,924－105,925,715 

＝△66,096,791 

△62.4% 

24 

⑥-⑤ 

35,590,800－39,828,924 

＝△4,238,124 

△10.6% 

⑥-② 

35,590,800－105,925,715 

＝△70,334,915 

△66.4% 

25 

①-⑥ 

44,436,000－35,590,800 

＝＋8,845,200 

＋24.9% 

①-② 

44,436,000－105,925,715 

＝△61,489,715 

△58.0% 

⑶ 評価 

今回と前回の契約額を比較すると１か年相当当たり8,845,200円（＋２４．９％）

の増加になっている。これは、業務の円滑化及びサービスの質の明確化として次

の作業を付加したことが原因であるが、積算時に織り込み済みである。 

① パソコン、サーバ等で構成変更になった際に、各種設計書（配置レイアウト

図、ネットワーク構成図等）を修正し、ドキュメントを常に最新の状態にして

いる。これにより、運用管理業務が円滑に運用されており、業者間の引継ぎも

速やかに実施可能となる。 

② サービスレベル（主要サービスの稼働率：各月ごと９７％以上、システム運

用上の重大障害の件数：各月ごと０件、セキュリティの重大障害の件数：各月

ごと０件等）を設定し、運用管理業務のサービスの質を確保した。これにより、

印刷局ネットワークシステムが安定して運用されている。 

なお、対象公共サービスの契約は、従来から調達方式及び調達仕様書の見直し

を順次行ってきており、平成２０年度には随意契約から一般競争の最低価格落札

方式へ変更し、平成２４年度からは一般競争の総合評価落札方式に変更した。さ

らに、新規業者が参入できるよう、調達仕様書の見直しも併せて行ってきた。 

その結果、平成２２年度以降経費節減されてきており、今回と一般競争を始め

た平成２０年度（平成20年4月1日～平成21年5月31日）とを比較すると、単年度期

間に換算した場合61,489,715円（△５８．０％）の削減効果があった。 
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４ 民間事業者からの提案による改善 

⑴ 運用手順書の平易化 

印刷局ネットワークシステムの運用管理で使用する各種運用手順書について、

専門的な用語が多々使用され、当該手順書を参照する者の能力により理解できな

い場合があるため、専門用語をできる限り少なくし、使用する場合も誰でも分か

る用語とし、さらに、前述した内容を省略して記述している箇所もあるため、省

略せず、分かりやすいものとした方が良いとの提案が民間事業者からあった。 

この提案を受け、使用頻度の高いものから順に見直しを行い、運用管理を行う

際に、作業手順の明確化及び作業の効率化を図ることができた。 

⑵ よくある質問のデータベース化 

ヘルプデスクへの問合せのうち、よくある質問についてＦＡＱを作成し、デー

タベース化して共有することにより、業務の効率化と回答内容の正確性を高めて

おり、民間事業者において創意工夫がなされている。 

 

５ 全体的な評価 

⑴ サービス稼働率 

平成２５年６月から平成２７年３月までのシステム運用状況については、個人

情報等の情報の流出やシステムが長期にわたり正常に稼動できない事態・状況及

びシステムが保有するデータの喪失等の重大な障害や問題は発生しておらず、正

常稼働率は９９．９%であることから、設定したサービスの質は確保できたものと

評価できる。 

⑵ ヘルプデスク満足度 

平成２５年６月から実施している本事業について、ヘルプデスク満足度調査と

して平成２６年２月２１日から３月１４日までの期間（第１回）及び平成２７年

２月２０日から３月１６日までの期間（第２回）で、ヘルプデスク利用者を対象

にアンケートを実施したところ、８７．５点となり、基準スコアとしている７５

点を上回る結果となった。また、質問４（担当者の対応（言葉遣い、親切さ、丁

寧さ等））の満足度では、８７％の利用者が満足又はほぼ満足と回答しており、

不満及びやや不満と回答したのはわずか１％であることから、利用者からの評価

を得ているものと考えられる。 

さらに、第１回と第２回を比べると、４項目全ての質問において第２回の点数

が良く、合計は８６．４点から８８．７点へと点数が上がり、利用者からの評価

が向上していると考えられる。 

 

⑶ 評価のまとめ 

以上のように、実施要項において設定したサービスの質は確保されており、印

刷局ネットワークシステムで提供する標準サービスや、印刷局内で使用される各
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種業務システムの基盤として、継続的かつ安定的なサービスの円滑な提供により、

役員及び職員間の情報共有などＩＴ活用による業務の効率化に資するという目的

は、達成しているものと評価できる。 

 

６ 今後の事業 

⑴ 事業の実施状況 

本事業への市場化テスト導入は今回が初めてであるが、事業全体を通した実施

状況は以下のとおりである。 

① 実施期間中に受託民間事業者が業務改善指示等を受ける、あるいは業務に係

る法令違反行為等を行った事案はなかった。 

② 印刷局には、監事及び外部有識者（弁護士、大学教授）で構成され、契約の

点検・見直し等を行う「契約監視委員会」が設置されており、その枠組みの中

で調達内容のチェックを受ける体制が整備されている。 

③ 今回の入札は１者応札であったが、従来においては調達仕様書の見直し等に

より、複数応札の実績もある。今回、１者応札になったことの要因としては、

サービスレベルを設定したこと及び従来から契約額が減少しており、前回の契

約額を参考に、参加してくる事業者に敬遠されたことが考えられる。ただし、

今回の事業者において、システム設計書等のドキュメントが最新の状態にあり、

また、平易化されたことから、新規業者が参加しやすくなったと考えられる。 

④ 対象公共サービスの確保されるべき質に係る達成目標について、目標を達成

していた。 

⑤ 経費について、結果的には従来から24.9％増加したものの、作業増加、質の

向上に見合う経費増加分を除けば、前年度と同程度の費用となる。 

⑵ 次期事業の実施 

以上のとおり、本事業については、総合的に判断すると良好な実施結果を得ら

れていることから、次期事業においては、「市場化テスト終了プロセス及び新プ

ロセス運用に関する指針」（平成２６年３月１９日官民競争入札等監理委員会決

定）に基づき、終了プロセスへ移行した上で、自ら公共サービスの質の維持と経

費削減を図っていくこととしたい。 

以上 


